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   RI会長　ステファニ－A.ア－チック

 「Tha Magic of Rotary」

 ☯ 　開 会 点 鐘　 　1 2 : 3 0 ☯  委 員 会 報 告
 ☯   司 会 進 行　:  鍛 冶    S ・ A ・ A 　　　 出 席 報 告 :　船 田 委 員
　        ソ ン グ  :　 奉仕の理想
 ☯   再 会 の 握 手  :　 感 染 防 止 の 為 割 愛                メ － ク 補 正 後   100%
 ☯　 ロ　－　タ　リ　－　親　睦　活　動　月　 間         ニ コ ニ コ B O X :　大 谷 委 員
  　　今月のロ－タリ－レ－ト　1＄＝144 円

会⻑の時間 朝倉 学 会⻑
 6⽉7⽇（⼟）内浦ロ−タリ−クラブの創⽴50周年記念式典がラブロ恋路にて
執り行われました。
 能都ロータリ−クラブからは、持⽊ガバナ−補佐・中川幹事と私の3名が出席
しました。
 式典は10時30分、室⾕会⻑の開会点鐘で始まり、開会の辞から式次第は進み、
記念講演では旧内浦町出身の彫刻家「山瀬慎吾」氏の演題「出逢いの不思議さ」
と題しての講演が有りました。
 その後、閉会の辞と閉会点鐘で式典は終了しました。
 引き続き記念祝賀会となり、持⽊ガバナ−補佐の乾杯の発声に始まり、
美味しい料理に堪能している間に時は進み、祝賀会は終了しました。
 幹事の方からもお話しが有りました通リ、ホーム例会としては今⽇が最後に
なります。
 会⻑の時間とは本来、ロータリ−についてお話しすればよろしいのでしょうが、1年間、たわいも
ない話しを聞いて頂き有難うございました。

幹事報告 中川 満 幹事
 次年度のRI会⻑が変更になりました。
テ−マ等は変わらないとの事ですが、送られてきているデータ等に
関しては、差し替えられるものは差し替えて頂きたいとの事です。
 今年度のホームでの例会は、今回が最後になります。
各自引き出しの中身を、お持ち帰りください。

第2610地区 石川第四グル－プ

2025年  6月   19日 (木） 通常例会 於：能登町商工会館2階

  13件　14,000円

 第2610地区 大橋 聡司 ガバナ－

「ロータリ－を高めよう」
能 都 ロ － タ リ － ク ラ ブ

「 報 恩 」

　　 ホ－ムクラブ　22/36名中 　61.11%
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 「ネパ−ル震災復興⽀援報告会」 （社）新村新友会
小川 勝則 様 ・ 町端 浩 様 ・ 川端 優介 様

 皆様、ネパ−ル⽀援に関して皆様より⽀援を頂きまして
ありがとうございました。この場をお借りしましてお礼申し上げます。
 私たちが行ったのは、標高3500ｍ付近にある「SDG's」の項目
が全て当てはまる様な貧困と言っていいような村です。
 ここに、皆様から頂いた物資を持って行ってまいりました。
”ナマステ”と挨拶すればみんな”ナマステ”と返してくれるので
挨拶というのは大事だと、改めて思いました。
 ネパ−ルのGDPは世界164位、⽇本は30位ですので、⽐較して
みてもネパ−ル自体が貧困であると言えると思います。
 そのネパ−ルで、2015年に大地震が起こり、多くの方が被災
し、多くの方が亡くなりました。
特に、貧困地域での大地震は、さらに深刻な状況が今も続いている
状況です。
 5⽉28⽇にカトマンズに到着しました。
ネパ−ルには「⽇本語学校」が多数あるそうです。ネパ−ルでは
 後に⽇本で働きたいと思っている人が多いそうで、⽇本語を
学ぶ人が多いとの事です。
 今、能登半島には約5万人が住んでいるのですが、10年後には
能登半島全体で3万人になるかもしれません。能登町では8000人
になるとの予想も有ります。
能登半島を3万人で生活を⽀えていくには、こういった海外の方々
を受け入れていくことも真剣に考えないといけないかもしれません。
 私たちは、標高3000mの「ラムチェ村」や標高3500mの村にも
行ってきたわけですが、子供達は、正直に言って見た目は汚いです。
⽖も真っ⿊で、風呂にも満⾜に入れていないようでした。
 持って行った物資は、約400kgぐらいになりました。
⼀緒に行ったメンバ−は、全部で9名なのですが、そのほとんどが
能登半島地震で⽀援に何回も来て頂いていたそうです。
 これも⼀つの縁かなと思い、縁とは大切な物だと痛感しました。
食べ物には要注意で、9名中8名がOUTでした。私も5キロ痩せて
帰ってきました。
 標高3500ｍに向かうには、車の荷台に乗って移動し、とんでもない
吊り橋を渡り、みんなで荷物を分け合って何とか届けることが
出来ました。
カトマンズでは、⽇本語学校の文化祭にも参加させてもらいました。
 村の人たちは、自分たちの村しか知らないからかもしれないけど、
それなりに豊かに暮らしていると思います。本当の豊かな暮らしとは
何だろうと思いました。
 ⼀緒に行ったメンバ−達、みんなはそれぞれに⽀援物資を調達し、
能登町にも何度も⾜を運んでくれたり、海外にも⽀援に行く方々と行動できた事を誇りに思います。

　週報作成　　：　　能都ロ－タリ－クラブ
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毎週木曜日　12時30分　開会点鐘
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